
 

 

 

 

 

 

                                                      
 

《 定時総会も無事に終わり、いよいよ１２年目の活動へ・・・ 》 
～ さて、定時総会の様子は？ 今年の題材は？ ～ 

 
1月26日（土）、荒川市民センターにおいて、当会の定時総会を行った。当会の活動は、4月1日～翌年3月31日ま
での年度区切りではなく、1月1日～12月31日までの年区切りになっているため、毎年この時期に定時総会を行ってい
る。この日の総会には、18名の会員（休会中の6名を除く）のうち、12名が出席した。 
まず初めに、会長の私が『昨年 10月の役員（会長・副会長）選挙により、私が引き続き会長に再選された。任期は
平成22年12月末までの3年間になる。昨年までの任期中は、「積極的にやっていこう」「誰でも気軽に入会出来るよう
な雰囲気づくりをしよう」「経費削減をしよう」などの目標を掲げてきたが、概ね成果は表れていたような3年間であっ
た。また、会員数が伸び悩んでいるという状態も続いているが、今のところ、会を運営するにあたっては、問題ないと
思っている。今年で当会は発足12年目であるが、青森ねぶた祭実行委員会に団体登録をして10年目であり、一人担ぎ
ねぶたを復活させて10年目という、ある意味、節目の年でもあるが、未だに、担ぎねぶた＝青森工業高校という雰囲気
は変わっていない。いかに当会をＰＲし、どのようにして担ぎねぶたを保存伝承して行くかも改めて考えなければなら
ない。自分達が担ぎねぶたを制作し、運行するだけが保存伝承に繋がるのか･･･。青森工業高校か当会、もしくは双方が
廃れてしまえば、担ぎねぶたが消えてしまう恐れがある。「担ぎねぶたを長く続ける事」「担ぎねぶたを守って行く事」
を今年の目標にしたい。更に、市民の皆さんにもっと担ぎねぶたを知って欲しいので、会員の皆と力を合わせて頑張り
たい。』と挨拶した後、議案審議に移った。 
議案審議では、「平成20年役員承認」「平成19年活動報告」「平成19年監査報告」「平成19年決算報告」「平成20年
制作部会活動計画案」「平成20年囃子部会活動計画案」「平成20年事務局活動計画案」「平成20年予算案」「定款一部改
正案」の議案を審議し、質疑応答では、「囃子を覚えきれない人のために、広報あおもりに掲載している囃子講習会の日
程を出来るだけ早い時期に掲載出来ないか？」「囃子の道具が欲しいという受講生がいるので、事前に告知するなどの工
夫は出来ないか？」という質問があり、前者には「広報あおもりに掲載している囃子講習会は、荒川市民センターの主
催事業であり、当会は講師という立場。早い時期に掲載可能か荒川市民センターに確認する。」、後者には「受講生に対
し、道具の購入方法などについて事前に話をする。」という回答があった。議案審議は順調に進み、どの議案に対しても
異議はなく、全ての議案は可決、承認された。 
その後、「キッズねぶた」の映像鑑賞と「今年の題材」について話し合った。「キッズねぶた」とは、四日市青年会議
所の主催事業で、昨年当会が制作方法などをＦＡＸや携帯で伝授したもの。その「キッズねぶた」が昨年8月に行われ
た「大四日市まつり」で運行されたという事で、その模様が収められたＤＶＤが送られて来たので、会員皆で鑑賞した。
「今年の題材」にいては、「連獅子」「忠臣蔵」「八之太郎と南祖坊」の三題材が提出され、多数決の結果、今年は「連獅
子」に決まった。 
最後に、山崎顧問から『担ぎねぶたの保存伝承も含め、現在の掛け声「ラッセラー・ラッセラー」が本当は「ラッセ・
ラッセ・ラッセ・ラッセ」であるという事も伝えて行かなければならない。また、今年の題材について、親と子の間で
様々な問題が起きている昨今において、相応しい題材である。』という一言を頂き、平成20年の定時総会は閉会した。 

                               【記：高谷俊幸】 

                                                      
 

《 文化観光交流施設整備事業の説明会へ出席したものの… 》 
～ 何だか説明はイマイチだし、出席者も10人に満たず… ～ 

 
昨年12月25日、文化観光交流施設整備事業の説明会が行われるという事で、私は説明会の会場へ足を運んだ。この
文化観光交流施設は、青森駅近くにあるＪＲバス東北青森支店の場所に建てられる予定である。この施設については、
新聞や広報あおもりにも掲載されたが、ねぶたを核とした施設になるという事で、私は出席してみたのだか…。 
説明会の出席者は10人に満たず、スーツ姿でどう見ても役所の人？サクラ？的な人が5～6人、私のような一般市民
は2～3人程度であった。渡された資料も「起業地の位置を示す地図」「起業地を表示する図面」が各1枚、「事業計画
の概要」が2枚の計4枚だけ。施設の主要諸室を示す平図面は、会場のモニターに映されただけで簡単な説明のみ。 
その簡単な説明によると…1階は、ねぶたを6台展示し、そのうち1台は制作途中のものを展示するという「ねぶた
ホール」を中心に囃子の練習も出来るような「交流学習室」が3室、「ねぶた作業室」「ショップ」「カフェ・レスト
ラン」「事務室」など。2階は、1階のねぶたを背景にイベントなどが出来る「交流ホール」の他、「ねぶた歴史展示コ
ーナー」、ギャラリーを兼ねた「交流広場」など。3階と地下は機械室や倉庫など。地下1階・地上3階の施設になる
という。この説明会は、たった30分で終了。もっと具体的な説明があるだろうと期待していた私は、肩透かしをくらっ
たような気がした。                                     【記：高谷俊幸】 




